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はじめに

〇自己紹介

2001.4～障害者職業カウンセラーとして全国7か所（神奈川、富山、

滋賀、京都、大阪、東京、山梨）の地域障害者職業センターで勤務。

その他5年間、障害者職業総合センター職業センターにて、発達障害者、

高次脳機能障害者、精神障害者の就労支援に係る支援技法開発に携わる。

〇地域障害者職業センターでのアセスメント

地域障害者職業センターでは、就職や復職、雇用継続を目指す障害者に
対し、面談、模擬的就労場面、職場実習や実際に働く状況の観察など多様

な場面を活用してアセスメントを行っている。
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本日の話題提供

「自己決定を支え、自己理解を深めるアセスメント」を

障害者職業カウンセラーはどのように工夫し、取り組

んでいるか？

本
日
の
お
題

決まった型はないが…

日頃の支援を振り返り、実践の中で行っていること、

工夫していることを言語化してみたい。
3



第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

①アセスメントの目的の共有

アセスメントの順序と構成および工夫点

POINT

アセスメント

◆支援者にとって…

対象者の能力や状況を
把握する大事な機会

◆対象者自身にとって…

「自分のことを知る」
ことができる大事な機会

「できること、苦手なことを知りたい」
「仕事で強みにできる、セールスポイントを知りたい」
「ミスや失敗を繰り返したくない」
「自分のことを会社に説明できるようになりたい」

対象者
ご本人の
思い

「何のためにアセスメントを行うのか」
「どんなことを一緒に確認していくか」

ご本人の思いを聞いて
相談ですりあわせる
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図１、２、3のようなシートを活用したり、メモに書き出して
□今、把握できていること
□未確認のこと
□これから一緒に確認できるとよいこと

視覚化して整理し、本人と共有してスタートラインに立つ

POINT

図１ 目標確認に活用するワークシート

工夫点

視覚化

ワークシート

セールスポ
イント

苦手なこと 対処してい
ること

配慮を得た
いこと

・・・・
・・・・・

・・・・・
・・・・・

・・・・・
・・・・

・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・
・・・・・

・・・・・
・・・・・

苦手なこ
とはいっ
ぱい。
対処は試
したこと
なく空白

セールス

ポイント
あげられ
ない…

「できること
を一緒にみつ
けましょう」

「自分で対処してみて
有効なことはある？
試してみましょう」

参考：障害者職業総合センター職業センター

支援マニュアルNo.13
「ナビゲーションブックの作成と活用」
P68掲載 ワークシートを活用
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POINT

図２ ストレス対処整理シート（ストレス温度計）

「低～中レベルの疲れや
ストレスのサインがあ
る？気づける？一緒に
確認してみましょう」

「仕事を休む前にとれ
る対処はある？
試してみましょう」

参考
障害者職業総合センター職業センター

支援マニュアルNo.10
「発達障害者のための
リラクゼーション
技能トレーニング」
P112掲載
ストレス対処整理シートを活用

あまり
書けません
でした。

・低～中程度のサインが
自分ではわからない。

・低～中程度の疲労へ
の対処がわからない。
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POINT

図３ 就労支援のためのアセスメントシート（一部抜粋）

参考

◆就労支援のためのアセスメン
トシート

障害者職業総合センター
調査研究報告書 No.168

就労困難性（職業準備性と就労
困難性）の評価に関する調査研究

マニュアル、教材、ツール等No.78

就労支援のためのアセスメントシー
ト（ご案内）

「作業場面で指示
に基づいていくつ
かの作業を体験し、
一緒に確認しま
しょう」
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②－１ 学ぶ・知る POINT

何らかの課題がある場合
□受信（input）
□処理（思考・判断）
□送信（output)

どの部分の特性が作業やふるま
い等に影響するのかをアセスメ
ントするために、知識や情報を
付与した上でご本人の考え
や行動を確認する。

工夫点

グループワークの活用

他の人の困り感や考え、どう工夫しているかを
聞ける場は、「そんな考え方もあるのか」「自分も
同じような特徴がある」等気づける機会になる
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②－２ 体験する
（試す・確認する）

工夫点

安心して
試せる機会
をつくる

職業センターでの「学ぶ」
「体験する」に活かせるように
これまでに関わってきた人の
情報を集める。
→支援者が特性を理解すること、
環境設定等に活かして
「～したらできた」体験につなぐ

体験する

（試す・
確認する）

学ぶ・知る

（講座等）

振り返る

（相談）

□できること
の確認だけでなく

□辛く感じる、難しいと感じる
ことや環境がわかること

就職活動や対処策の検討につながる

工夫点

色々な角度
から情報を
集める
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②－３ 振り返る …「結果」と「そのプロセス（どう理解し、どう判断したか、
したこと／しなかったこと等）」を一緒に整理する。
＋第三者の視点で感じたことをフィードバックする。

工夫点

ナビゲーション
ブックの作成

自分のことを「伝える体験」

「伝えてよかった （誤解されなかった
わかってもらえた）」体験

→苦手なことも知っておく意味を実感
「伝えても大丈夫だった」体験→安心感

振り返る
（相談）

学ぶ・知る

（講座等）

体験する

（作業等）

本人が気づいたことを
本人の納得する言葉で
ワークシートに書きためる

「ナビゲーションブック」を作る

工夫点

自分のことを
伝えるワーク
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就職や仕事を継続する力、
モチベーションにつなげるためには

「強み」
「できること」
にも目をむける
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更新
個々の
特性

気づき

本人
主体

「気づく」「理解する」のは本人

アセスメントはあくまでも本人の気づきに基づいて
本人の感じ方を知り、
気づいたことを一緒にわかちあい、
言語化していく支援。

自分の特性を本人の
言葉でとりまとめる

→本人の情報。
「ナビゲーションブック」
の作成も活用できる。

見立て・仮説

確認・検証
（ふり返り）

自己決定を支え、自己理解を深めるアセスメント

アセス
メント

体験
（支援）

就職や仕事を継続する力、
モチベーションにつなげるためには

納得性が大事

わからせようとする支援ではなく、わかろうとする支援

まとめ
１

大切にして
いること
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理解の仕方、感じ方な
ど行動の背景は本人に
聞いてみないとわから
ないことが多い
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更新
個々の
特性

気づき

本人
主体

「アセスメント」は一度やって終わりではない。
「アセスメント」と「支援」は連動する。

→支援者の見立ては「仮説」にすぎない。
「支援」（体験）して、その後の確認・検証
を繰り返しながら深め、「支援」につなげる。

環境の変化にあわせて更新する
（バージョンアップ）
→「できること」 「対処していること」 「会社に配慮

を得たいこと」は、職場環境、担当する仕事の内容
など場面に応じて変わることがある。

見立て・仮説

確認・検証
（ふり返り）

自己決定を支え、自己理解を深めるアセスメントまとめ
2

アセス
メント

支援
（体験）

観察＋コミュニ
ケーションが大事
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 本日ご紹介した、「ナビゲーションブック」や「就労支援のためのアセスメントシート」等

について詳しく知りたい場合は、以下のホームページからダウンロードできます。

アセスメントに活用できる支援マニュアル等がダウンロードできます

障害者職業総合センター研究部門ホームページ
https://www.nivr.jeed.go.jp/

 他にも「アセスメントに活用できるツール」がたくさん掲載されています。精神障害・高次脳機能

障害・発達障害者の就労支援において私がよく活用しているものの一例をご紹介します。

マニュアル、教材、ツール等 No.33
幕張ストレス・疲労アセスメントシート
MSFASの活用のために（2010年３月）

ストレスや疲労とのつきあい方を
考える参考になる情報を集めるのに
活用できるシートが色々あります。

・自分の生活習慣、健康状態を
チェックする

・ストレスや疲労の解消方法を
考える 等

・高次脳機能障害
特性チェックシート

※ご本人＋ご家族、支援者と
それぞれの認識や気づきを
確認する際等に活用できます。

・対処策リスト２５５

支援マニュアル No.18
発達障害者のアセスメント
（2019年３月）

・特性チェックシート

・情報処理過程における
アセスメントの視点
（Ver10)補足資料

※具体的なエピソード例、

対処の工夫例から
ご本人の感じ方やエピソー

ドを確認する際等
に活用できます。実践報告書 No.40

高次脳機能障害者の復職における
アセスメント（2022年３月）

http://www.nivr.jeed.or.jp/

